
小
木
曽

今
年
の
新
春
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
、
「
戦
争
か
、

平
和
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

し
ぼ
っ
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
す
。

志
位

昨
年
２
月
に
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
、
ロ
シ
ア
の
行
動

を
国
連
憲
章
を
蹂
躙
し
た
暴

挙
と
批
判
し
、
「
国
連
憲
章

を
守
れ
」
の
一
点
で
国
際
社

会
の
包
囲
を
、
と
訴
え
続
け

て
き
ま
し
た
。

重
大
な
こ
と
は
、
ロ
シ
ア

の
暴
挙
に
乗
じ
て
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
東
と
西
で
軍
事

ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
と
大
軍
拡

の
逆
流
が
起
こ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
略
）

日
本
で
は
、
⒓
月
に
「
安

保
３
文
書
」―

国
家
安
全
保

障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、

防
衛
力
整
備
計
画
の
閣
議
決

定
が
強
行
さ
れ
る
な
ど
、

「
専
守
防
衛
」
を
完
全
に
か

な
ぐ
り
す
て
る
「
戦
争
国
家

づ
く
り
」
の
暴
走
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
世
界
の
流
れ
を
大

局
で
見
る
と
、
危
機
の
も
と

で
も
、
外
交
と
理
性
の
力
で

平
和
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
流

れ
も
た
し
か
な
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
侵
略
を
国
連
憲

章
違
反
と
断
罪
す
る
国
連
決

議
が
３
回
に
わ
た
っ
て
１
４

０
カ
国
以
上
が
賛
成
し
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月

に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

第
１
回
締
約
国
会
議
が
ウ
ィ
ー

ン
で
開
か
れ
て
大
き
な
成
功

を
お
さ
め
、
禁
止
条
約
が
国

際
法
の
た
し
か
な
一
部
と
し

て
力
を
発
揮
し
だ
し
て
い
ま

す
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
を
中
心
と

し
た
平
和
の
流
れ
が
、
危
機

の
な
か
で
も
「
対
話
と
協
力

を
築
く
」
と
い
う
着
実
な
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
大
軍
拡
と
軍
事

ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
と
い
う
大

逆
流
に
屈
し
な
い
、
左
翼
・

進
歩
政
党
が
健
闘
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
日
本
で
も
、
大

軍
拡
を
許
さ
な
い
新
し
い
市

民
的
・
国
民
的
運
動
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
広
範
な
方
々
が
「
こ

ん
な
道
は
許
さ
な
い
」
と
い

う
声
を
あ
げ
始
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
世
界
で
も
日
本

で
も
、
「
戦
争
か
、
平
和
か
」

が
問
わ
れ
る
歴
史
的
な
年
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
「
岸
田

政
権
の
大
軍
拡
を
許
さ
な
い
」

―

こ
の
一
点
で
力
を
あ
わ
せ

国
民
的
大
運
動
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま

す
。
（
略
）

安
保
法
制
が
敷
い
た
危
険
な

道
を
、
こ
れ
ま
で
の
制
約
を

踏
み
越
え
て
、
全
面
的
に
推

進
す
る

小
木
曽

「
安
保
３
文
書
」

が
「
戦
後
の
安
保
政
策
」
の

大
転
換
と
言
わ
れ
て
い
る
意

味
は
。

志
位

「
大
転
換
」
と
い
う

の
は
、
「
安
保
３
文
書
」
が

自
分
で
言
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
「
安
保
３
文
書
」
は
、

安
保
法
制
で
「
安
全
保
障
上

の
事
態
に
切
れ
目
な
く
対
応

で
き
る
枠
組
み
」
を
整
え
た
。

今
回
の
戦
略
は
、
そ
の
「
枠

組
み
」
に
も
と
づ
き
、
「
戦

後
の
我
が
国
の
安
全
保
障
政

策
を
実
践
面
か
ら
大
き
く
転

換
す
る
も
の
」
だ
と
の
べ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
安
保
法

制
で
は
集
団
的
自
衛
権
行
使

＝

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
の
”

法
制
面
“
の
整
備
を
行
っ
た
。

今
度
は
”
実
践
面
“
で
そ
れ

を
担
う
自
衛
隊
の
能
力
を
抜

本
的
に
強
化
し
、
国
家
総
動

員
体
制
を
つ
く
る
の
だ
と
宣

言
し
て
い
る
の
で
す
。

小
木
曽

安
保
法
制
の
動
き

を
「
安
保
３
文
書
」
で
さ
ら

に
推
し
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

志
位

そ
う
で
す
。
安
保
法

制
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
に

道
を
開
い
た
わ
け
で
す
が
、

実
際
に
行
使
す
る
と
な
る
と

大
き
な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

（
略
）

今
度
は
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
保
有
す
る
ー
米
軍
と
一

体
に
相
手
国
に
攻
め
込
む
た

め
の
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
安
保
法
制
が
敷
い
た
危

険
な
道
を
、

こ
れ
ま
で
の

制
約
を
踏
み
越
え
て
、
全
面

的
に
推
進
す
る
。
こ
れ
が

「
安
保
３
文
書
」
が
目
指
す

も
の
で
す
。
（
全
文
は
２
０

２
３
年
１
月
１
日
付
、
日
刊

赤
旗
、
ま
た
は
中
央
委
員
会

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）О

・Т
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
住

宅
な
ど
建
造
物
が
砲

撃
で
瓦
礫
化
し
て
い

た
り
、
負
傷
者
や
死

者
の
映
像
で
戦
争
の

残
酷
さ
、
残
虐
さ
に
衝
撃
を

受
け
た
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
９
月
時
点
で
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
損
害
額
は
７
３
兆
円

を
超
え
て
い
る
と
い
う
▼
台

湾
有
事
で
ア
メ
リ
カ
が
軍
事

介
入
す
れ
ば
、
そ
の
出
撃
拠

点
に
グ
ァ
ム
の
米
軍
基
地
だ

け
で
な
く
、
在
日
米
軍
基
地

が
使
用
さ
れ
る
▼
デ
ニ
ー
沖

縄
県
知
事
が
「
戦
争
を
起
こ

さ
せ
る
な
」
と
声
高
く
訴
え

て
い
る
の
は
、
最
大
の
米
軍

基
地
を
持
つ
沖
縄
が
再
び
戦

場
に
な
る
こ
と
は
必
至
だ
か

ら
で
す
▼
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン

タ
ゴ
ン
と
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は

米
中
の
戦
争
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
「
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
」

を
１
８
回
も
実
施
し
て
（
孫

崎
享
著
「
平
和
を
創
る
道
の

探
求
」
）
米
側
の
基
地
不
足

が
わ
か
っ
た
た
め
、
石
垣
島
・

宮
古
島
・
与
那
国
島
・
奄
美

大
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
つ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
台
湾
の
た
め
に
日
本
が
米

中
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
日

本
の
最
大
の
輸
出
国
は
中
国

で
（
２
２
％
、
）
、
ま
た
最

大
の
輸
入
国
も
中
国
で
（
２

５
．
８
％
、
）
日
中
は
最
高

の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

日
中
の
火
種
「
尖
閣
諸
島
」

に
つ
い
て
も
両
国
の
率
直
な

話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
時

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
中

戦
争
な
ど
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
新
年
で
す

（
Ｓ
・
Ａ
）

の
風

日本共産党湖北台
後援会連絡所

早川 7149-0322
小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

街路樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

「
戦
争
か
、
平
和
か
」―

歴
史
的
岐
路
の
年
を
ど
う
た
た

か
う
か

志
位
委
員
長
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
は
じ
め
の

部
分
で
す
（
聞
き
手
は
小
木
曽
陽
司
・
赤
旗
編
集
局
長
）
。

「
岸
田
内
閣
の
大
軍
拡
を
許
さ
な
い
」
こ
の
一
点
で
力
あ

わ
せ
国
民
的
大
運
動
を

「
戦
争
か
、
平
和
か
」―

歴
史
的
岐
路
の
年
を
ど
う
た
た
か
う
か

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
は
じ

ま
り
、
国
内
で
は
参
議
院

選
挙
に
よ
る
与
党
の
圧
勝

も
束
の
間
、
底
な
し
の
様

相

を

呈

し

て

い

る

旧

統

一

教

会

問
題
。
司
法
で
は
原
発
事

故
に
つ
い
て
国
の
責
任
を

認
め
な
い
と
す
る
最
高
裁

判
決
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
未
だ
に
私
た
ち

の
生
活
に
影
を
落
と
し
続

け
る
コ
ロ
ナ
。
様
々
な
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
、
我
孫
子
市
で
も

秋
に
市
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
ま
す
。

後

援

会

の

皆

様

の

力

を

お

借

り

し
て
現
有
２
議
席
確
保
で

市
民
本
位
の
政
治
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党

湖
北
台

後
援
会
長

早
川
広
之

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

手賀沼排水路からの初富士山

か
な
ぐ
り
す
て
る

「
専
守
防
衛
」
の
暴
走

戦
後
安
保
政
策
の

大
転
換

io-ca
四角形
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正
月
の
空
紺
碧
に
深
く
澄
む

一
年
の
計
確
と
成
り
た
り

七
丁
目

山
野

美
津

正
月
の
光
の
中
の
茜
富
士

澄
み
き
っ
た
空
に
頂
き
は
聳
つ

五
丁
目

鈴
木

明

カ
レ
ン
ダ
ー
新
し
く
し
て
先
ず
煎
茶

三
丁
目

松
永
美
穂
子

ジ
グ
ザ
グ
に
登
る
雪
道
初
日
の
出

四
丁
目

松
風

彦
左

昔
醜
の
楯
今
外
国
の
楯

四
丁
目

松
風

彦
左

し
こ

た
て

短

歌

俳

句

自
宅
の
整
理
、
引
っ
越
し

な
ど
で
不
用
品
回
収
サ
ー
ビ

ス
業
に
依
頼
す
る
前
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

近
頃
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

チ
ラ
シ
広
告
で
「
軽
ト
ラ
ッ

ク
パ
ッ
ク
７
千
円
、
２
ト
ン

車
パ
ッ
ク
２
万
５
千
円
」
を

見
て
『
パ
ッ
ク
料
金
で
お
願

い
し
た
い
』
と
申
し
込
み
、

当
日
全
て
積
み
込
み
が
終
わ

る
と
、
何
と
25
万
円
を
請
求

さ
れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
積

み
込
み
開
始
前
に
「
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
は
出
来
ま
せ
ん
」

の
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
た

こ
と
と
、
今
さ
ら
不
用
品
を

家
に
戻
す
気
持
ち
も
無
く
身

内
か
ら
借
財
し
て
事
な
き
を

得
た
と
い
う
事
で
す
。
こ
の

様
な
例
を
含
め
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
の
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
不
用
品
処
分

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
、
廃
棄
物
処
理
業
者

へ
依
頼
す
る
場
合
は
、
複
数

の
会
社
か
ら
見
積
も
り
を
取

り
、
料
金
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

（О

・
Ｉ
）

昨
年
十
二
月
の
半
ば
頃
、

市
役
所
か
ら
の
帰
り
道
、
五

本
松
公
園
へ
登
る
道
に
出
る

手
前
で
、
柿
の
実
が
色
づ
い

て
い
る
の
を
見
て
、
ス
ズ
メ

か
と
思
っ
て
よ
く
見
る
と
、

メ
ジ
ロ
の
群
れ
で
し
た
。
立

ち
止
ま
っ
て
見
上
げ
る
と
、

群
れ
は
散
り
散
り
に
飛
び
去

り
ま
し
た
。
逃
げ
ず
に
柿
の

実
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
は
、

頭
を
出
し
て
い
る
の
を
見
て
、

カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
（
写

真
）
。
柿
の
実
が
大
好
物
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
メ
ジ

ロ
は
同
じ
枝
に
止
ま
っ
て
押

し
く
ら
饅
頭
を
す
る
習
性
が

あ
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
か
ら

「
め
じ
ろ
お
し
」
と
い
う
言

葉
が
で
き
た
と
事
典
に
あ
り

ま
し
た
。
歩
い
て
き
た
道
は
、

“
は
け
の
道
”
と
い
わ
れ
、

滝
不
動
、
桃
山
公
園
、
香
取

神
社
、
鳥
の
博
物
館
、
寿
の

子
ノ
神
大
黒
天
、
旧
村
川
邸
、

志
賀
直
哉
邸
跡
な
ど
を
つ
な

ぐ
道
で
す
。
は
け
の
道
の

「
は
け
」
と
は
（
関
東
か
ら

東
北
地
方
に
か
け
て
）
丘
陵

山
地
の
片
岸
。

ば
っ
け
。＝

広

辞
苑
に
よ
る
。

我
孫
子
市
で
は

台
地
の
南
側
に

あ
り
、
昔
か
ら

集
落
を
つ
な
ぐ

道
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
そ

う
で
す
。
根
戸

城
跡
も
こ
の
道

の
柏
市
と
の
境

近
く
に
あ
り
ま

す
。
冬
の
日
だ

ま
り
を
求
め
て

散
策
す
る
の
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（О

・Т

）

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
寄
稿･

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

文

芸

欄

ト
ラ
ブ
ル
多
い
「
不

用
品
回
収
」
に
注
意

は
け
の
道
で

メ
ジ
ロ
と
出
会
う

政
府
は
12
月
22
日
、
「
Ｇ

Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行
会
議
」

（
議
長
・
岸
田
文
雄
首
相
）

を
開
き
、
原
発
の
新
規
建
設

推
進
や
60
年
超
の
運
転
を
認

め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た

め
の
基
本
方
針
と
今
後
10
年

間
の
工
程
表
を
決
定
し
ま
し

た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
後
の
政
府
の
原
発
政

策
を
大
き
く
転
換
す
る
も
の

で
す
。
日
本
共
産
党
の
笠
井

亮
氏
（
党
原
発
・
気
候
変
動
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
対
策
委
員

会
責
任
者
）
は
同
日
、
談
話

を
発
表
。
「
東
京
電
力
第
一

福
島
原
発
事
故
の
反
省
も
教

訓
も
投
げ
捨
て
る
、
新
た
な

『
安
全
神
話
』
そ
の
も
の
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
『
原
発

回
帰
』
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま

せ
ん
」
と
批
判
し
、
方
針
の

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

基
本
方
針
は
意
見
公
募
を

経
た
上
で
、
年
明
け
に
閣
議

決
定
し
ま
す
。
岸
田
首
相
が

８
月
の
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
で
検

討
を
指
示
し
て
か
ら
、
わ
ず

か
４
カ
月
。
国
会
に
も
は
か

ら
ず
国
民
的
議
論
も
な
く
、

原
発
推
進
・
容
認
の
委
員
が

多
数
を
占
め
る
経
済
産
業
省

の
審
議
会
で
議
論
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

方
針
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
で
緊
迫
化
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
口
実
に

し
て
、
将
来
に
わ
た
り
原
子

力
を
活
用
す
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
想
定
し
て
い
な

い
」
と
し
て
き
た
新
規
の
原

発
に
つ
い
て
「
開
発
・
建
設

に
取
り
組
む
」
「
ま
ず
は
廃

止
決
定
し
た
炉
の
建
て
替
え

を
対
象
と
し
て
具
体
化
を
進

め
て
い
く
」
と
明
記
し
ま
し

た
。ま

た
、
既
存
の
原
発
を
可

能
な
限
り
活
用
す
る
と
し
て
、

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
定
め
ら
れ
た
「
原
則

40
年
、
最
長
60
年
」
と
定
め

る
現
行
の
運
転
期
間
ル
ー
ル

を
変
更
。
審
査
な
ど
で
停
止

し
た
期
間
を
除
く
こ
と
で
、

例
え
ば
10
年
間
停
止
し
た
場

合
、
運
転
開
始
か
ら
70
年
ま

で
運
転
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
原
発
回
帰
」

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
拡
大
の
妨
げ
と
な

り
、
気
候
危
機
を
打
開
し
持

続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
う

え
で
も
重
大
な
逆
流
に
な
り

ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

川

柳

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です
日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円

原
発
新
設

60
年
超
運
転

政
府
が
方
針
と
行
程
決
定

io-ca
四角形


